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　本稿の課題は，19 世紀イングランドにおい
て友愛組合が提供した医療補助の実態を明らか
にすることである。友愛組合が，経済的な余裕
がない労働者に対して，医師による診療の機会
を提供していたことはよく知られているもの
の，提供される医療の経済的側面にはあまり関
心が向けられてこなかった。これは，友愛組合
が労働組合との連続性という文脈で研究されて
きたことによるもので，この点に研究が集中し
たことで，友愛組合の持つ医療補助機能に関す
る研究はあまり進まなかった。
　そこで本稿では，同時代学術雑誌を用いて，
友愛組合の医療補助を数量的・制度的な側面か
ら分析することを試みた。具体的には，『ロン
ドン統計学会誌』と，医学雑誌『ランセット』
という二つの同時代学術雑誌から，友愛組合の

規模，医師との契約方法，医療補助による健康
効果を検討した。
　その結果，1830 年代以降から台頭した連携
型友愛組合が 1870 年代頃には工業地帯を中心
にイングランド全域に普及し，医師による診療
体制を充実させ，労働者の健康維持のための環
境構築を広範囲に行っていたことを明らかにし
た。また，連携型友愛組合に所属する組合員の
年齢別死亡率は，イングランド・ウェールズ全
体の年齢別死亡率よりも低く，健康状態は平均
よりも良かったと考えられる。こうした分析結
果は，友愛組合による健康維持のための環境構
築が，労働者の間で一般的なものとなり，労働
者の健康に対して一定程度の効果を上げていた
ことを示すものである。
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